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長期エネルギー需給見通し小委員会（第１０回会合） 議事概要 

 

 

１．前回の小委員会で示された長期エネルギー需給見通し（たたき台）に

対する委員からの意見を反映させた長期エネルギー需給見通し（案）

について事務局より説明。 

 

 ＜委員からの主な御意見＞ 

○ ３E＋S というよりはむしろ S＋3E ではないか。安全性が優先する

ことを国民に示すようにするべき。 

○ 自由化後は、電源についてどのような選択肢があるのかについて見

えるようにしていくべき。 

○ エネルギーミックスを実現していくための施策が大事であると思う

ので、詳細かつ具体的な検討を進める必要性を示して欲しい。 

○ 太陽光、風力の合成出力分も原子力依存度の低減に使われているの

で、それが分かるようにするべき。 

○ ３E＋S の視点から、コスト抑制、CO2 排出抑制、エネルギー安全

保障等を満たすためには原子力は２０～２２％が必要であると議論

してきた。安全性については独立した規制委員会が判断をすること。 

○ ２０３０年以降を見据えて、水素に関する技術開発など様々な可能

性がある中で、固定的な印象をつけることがないようにするべき。 

○ 原発や再エネの比率に関しては、原発依存度を可能な限り低減する

というエネルギー基本計画の方針に十分に応えていないのではない

か。 

○ 今回の案は現状で予見しうる範囲で現実的なもの。 

 

 長期エネルギー需給見通し（案）については本日の議論を踏まえ修

正し、パブコメに付すことについて坂根委員長に一任となった。 

 

（以上） 


